
2017年（平成29年）３月第50号

進
む
中
山
間
地
域
を
抱
え
、
後
継

者
不
足
や
若
者
の
県
外
流
出
に
悩

む
宮
崎
県
な
ど
の
地
域
は
、
持
続

可
能
な
地
域
創
成
と
地
域
産
業
の

振
興
が
何
よ
り
重
要
で
、
風
景
街

道
の
活
動
に
も
期
待
が
か
か
る
。

本
紙
も
連
載
で
紹
介
　
　

　
創
刊
50
号
を
機
に
本
紙
と
風
景

街
道
の
歩
み
を
振
り
返
る
。

　
本
紙
が
、
日
本
風
景
街
道
の
活

動
を
初
め
て
紙
面
掲
載
し
た
の
は

２
０
０
６
（
平
成
18
）
年
７
月
の

第
８
号
。
６
面
全
部
を
使
い
、
動

き
始
め
た
活
動
や
取
り
組
み
の
意

義
を
展
望
し
た
。
日
本
風
景
街
道

戦
略
会
議
（
会
長
奥
田
碩
日
本
経

団
連
会
長
＝
当
時
）
が
「
風
景
街

道
」
の
理
念
、
目
的
、
仕
組
み
な

ど
を
提
言
し
た
こ
と
は
07
年
４
月

の
13
号
で
紹
介
し
た
。

　
同
年
10
月
の
15
号
１
面
で
日
本

風
景
街
道
の
登
録
開
始
を
報
じ
、

連
載
第
１
回
は
２
～
３
面
見
開
き

で
島
根
県
松
江
市
周
辺
の
ル
ー
ト

「
ご
縁
を
つ
な
ぐ
神
仏
の
通
ひ
路
」

の
活
動
を
紹
介
。
16
号
か
ら
は
４

～
５
面
見
開
き
で
連
載
が
定
着
。

第
１
次
連
載
は
予
告
編
を
含
め
９

回
続
い
た
。

　
風
景
街
道
の
活
動
を
さ
ら
に
盛

り
上
げ
よ
う
と
12
年
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
制
定
。
本
紙
も
８
月
の
35
号

で
「
日
本
風
景
街
道 

登
録
１
２

７
ル
ー
ト
全
国
図
」（
12
年
３
月

当
時
）
を
掲
載
＝
写
真
。
地
域
活

性
化
へ
の
連
携
を
呼
び
か
け
た
。

　
第
36
号
（
12
年
11
月
）
で
は
、

　
人
は
そ
れ
ぞ
れ
豊
か
で
充
実
し

た
人
生
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
い

ろ
い
ろ
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
資

格
を
目
指
し
て
勉
強
も
す
る
し
、

難
関
大
学
を
突
破
し
て
そ
の
後
の

人
生
を
確
実
な
も
の
に
し
た
い
と

思
う
人
も
、
よ
り
高
度
な
研
究
に

励
み
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　
一
生
懸
命
働
い
て
収
入
を
増
や

し
、
身
の
回
り
を
美
し
く
飾
っ
た

り
、
洋
服
や
持
ち
物
に
こ
だ
わ
り

た
い
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
個
人
の
努
力
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
人
ご
と
に
好
ま
し
い

と
す
る
環
境
を
得
る
こ
と
で
、
人

々
の｢

幸
福
」
の
か
な
り
の
部
分

は
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夫
婦
関
係
の
よ
う
に
個

人
だ
け
の
努
力
で
は
達
成
で
き
な

い｢

幸
福
」
も
あ
り
ま
す
。
友
人

関
係
や
上
司
・
部
下
と
の
関
係
も

同
様
で
す
が
、
相
手
を
尊
重
し
尊

敬
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
相
手
か

ら
の
評
価
も
得
ら
れ
て
、
そ
の
人

間
関
係
が
作
り
だ
す｢

幸
福
」
環

境
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
自
分
や
回

り
の
人
間
関
係
か
ら
で
は
得
よ
う

の
な
い
「
幸
福
」
も
あ
る
の
で
す
。

わ
か
り
や
す
い
の
が
、
家
の
前
の

街
路
の
樹
木
が
立
派
で
美
し
い
か

ら｢

わ
が
家
の
誇
り
」
に
な
っ
て

い
る
と
か
、
歩

道
が
幅
広
く
安

全
に
歩
け
る
か

ら｢

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
上
水
道
が
家
庭
に
つ
な
が
る
こ

と
で
お
い
し
い
水
を
い
つ
で
も
飲

め
、
下
水
道
が
快
適
さ
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。
道
路
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
か
ら
新
聞

も
宅
配
便
も
キ
チ
ン
と
届
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
も
た
ら
す｢

幸
福
」

は
、
個
人
や
少
数
の
人
間
の
努
力

で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。｢

み
ん
な
が
、
み
ん
な
の

た
め
に
、
み
ん
な
の
力
や
金
で
行

う
」
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
達
成
で

き
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
こ

の
公
共
の
効
用
が
認
識
し
に
く
く

忘
れ
ら
れ
が
ち
な
の
で
す
。

　
人
々
の
暮
ら
し
（
＝
幸
福
）
は
、

公
共
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
基

礎
に
敷
き
、
そ
の
う
え
に
個
人
の

努
力
で
獲
得
し
た
も
の
が
組
み
合

わ
さ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
た
い
の
で
す
。

個
人
の
努
力
で
得
ら
れ
な
い
も
の
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日
本
風
景
街
道
大
学
が
１
月
、

宮
崎
大
学
で
開
か
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
生
み
出
す
～
地
域
の
力
」。
資

源
・
魅
力
・
誇
り
・
つ
な
が
り
・

お
金
…
…
主
体
に
よ
っ
て
生
み
出

す
物
の
と
ら
え
方
は
多
様
だ
。
生

み
出
す
こ
と
で
何
を
も
た
ら
す
の

か
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
な
ど
、
様
々
な
立
場
か

ら
の
講
義
が
あ
っ
た
。

　
内
容
は
「
風
景
街
道
大
学
の
趣

旨
」「
地
域
資
源
を
ク
リ
エ
イ
ト
す

る
プ
ロ
セ
ス
」「
全
国
の
取
り
組
み

～
地
域
資
源
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
」「
ク

リ
エ
イ
ト
の
現
場
か
ら
～
各
地
の

　ロゴマークはコシノジュ
ンコさんが手がけ、日本の
象徴富士山をモチーフに、
歴史や文化が道路を介して
未来へと続いていくことへ
の願いをこめて表現した。

国
土
文
化
再
興
へ
日
本
風
景
街
道
大
学

宮崎大学で開かれた風景街道大学

ひない
小林清一郎駅長

　日本三大美味鶏「比内地鶏」の本場。

秋田県大館市比内町扇田新大堤下 93-11
国道 285 号　TEL.0186-55-1000

レストランでは「きりたんぽ鍋」「親子丼」をは
じめ比内地鶏料理を堪能できます。「直売所・とっ
と館」で地元農家の新鮮野菜や漬物、地鶏肉等を
販売しており、比内地鶏の卵を使ったプリン・ソ
フトクリーム、地鶏焼き鳥が大変好評です。

中条
下内光雄駅長

　長野市と白馬村を結ぶオリンピック

長野市中条住良木 1704
県道 31 号　TEL.026-267-2188

道路沿いにあります。自然豊かな田園風景と北ア
ルプス、信州百名山の虫倉山を眺めながら心身と
もリフレッシュしてください。食堂では「郷土料
理おぶっこ」、売店では「笹おやき」「豆乳ドーナツ」
が大人気。お土産には6次産業化産品をどうぞ。

国上
相田信駅長

　良寛さまが庵を結ばれた国上山麓に

新潟県燕市国上 5866-1
県道新潟寺泊線　TEL.0256-98-0770

位置し、北は飯豊連峰から越後山脈、南の谷川連
峰が眺望され、残雪や朝焼けは感動です。公園や
日帰り温泉、足湯があり、野菜市がにぎわい、売店、
食事処が完備しています。弥彦神社～寺泊魚市場
の中間にあって交通の便が良く、休憩に最適です。

永代橋（東京都江東区・中央区）明石海峡大橋（兵庫県神戸市垂水区・淡路市岩屋）

ルートプ
レス50号おめでとう

挑
戦
」
な
ど
。
事
例
と
し
て
「
日

南
海
岸
恋
人
ロ
ー
ド
の
取
り
組
み
」

と
「
鵜
戸
神
宮
と
サ
イ
ク
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
」
が
発
表
さ
れ
た
。

　
風
景
街
道
の
運
動
を
広
め
、
深

め
よ
う
と
い
う
風
景
街
道
大
学
と

い
う
公
開
講
座
は
、
宮
崎
大
学
で

は
数
回
開
か
れ
て
い
る
。
そ
の
大

学
に
昨
年
４
月
「
地
域
資
源
創
成

学
部
」
と
い
う
新
た
な
学
部
が
開

設
さ
れ
た
。
教
授
に
就
任
し
た
熊

野
稔
氏
は
、「
道
の
駅
」
の
制
度
創

設
前
か
ら
道
の
駅
に
関
わ
っ
て
き

た
道
の
駅
の
研
究
者
。
地
方
創
生

に
は
、
道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連

携
強
化
が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
話
す
。

　
日
本
風
景
街
道
は
、
郷
土
愛
を

育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力
・
美
し

さ
を
発
見
、
創
出
し
、
様
々
な
主

体
が
協
働
し
て
景
観
、
自
然
、
歴

史
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
て
国
民
的
な
原
風
景
を
創
成

す
る
運
動
を
促
す
こ
と
で
地
域
活

性
化
、
観
光
振
興
に
寄
与
し
、
国

土
文
化
再
興
に
役
立
て
る
の
が
目

的
で
あ
る
。

　
風
景
街
道
大
学
も
公
開
講
座
と

し
て
各
地
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
今
後
の
方
向
性
と
し
て
、

道
路
と
道
の
駅
そ
の
も
の
の
景
観

向
上
と
、
道
路
と
道
の
駅
か
ら
見

た
風
景
の
景
観
向
上
と
い
っ
た
、

風
景
街
道
と
道
の
駅
と
の
連
携
が

求
め
ら
れ
る
と
熊
野
教
授
。
宮
崎

大
学
に
誕
生
し
た
新
学
部
は
、
そ

の
担
い
手
に
う
っ
て
つ
け

だ
。

　
地
域
社
会
は
、
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
な
ど
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
少

子
高
齢
化
が
加
速
度
的
に

全
国
初
の
風
景
街

道
サ
ミ
ッ
ト
の
模

様
を
詳
報
。
以
後

49
号
ま
で
、
毎
号

２
カ
所
程
度
ル
ー

ト
を
紹
介
、
欠
か

さ
ず
掲
載
し
て
き

た
。

2017年（平成29年）３月 第50号

■東京湾岸で国際森林デーイベント
　毎年 3 月 21 日は、森林や樹木に対する意識を高める記念日
として国連総会で定めた「国際森林デー」。わが国でもこの日
を中心に各地で関連イベントが実施されているが、林野庁、東
京都港湾局、公益社団法人国土緑化推進機構、同森林文化協会
などで組織する実行委員会は 3 月 25 日午後、東京湾岸の埋め
立て地「海の森」で、「『国際森林デー 2017 みどりの地球を未
来へ」～海の森と国際交流～』を中央行事として開催する。
　駐日各国大使館や国際機関の職員と家族、公募に応じた一般
市民が参加、海の森で植林をした後、周辺を見学したり国を分
け隔てしない交流を楽しんだりする。

■木材活用の知恵テーマに討論
　「いま　なぜ木か――日本が世界に誇れるもの」をタイトル
に掲げるフォーラムが 3 月 20 日、東京・中央区京橋のイトー
キ東京イノベーションセンターで開催される。公益財団法人国
土緑化推進機構、毎日新聞社などの主催。
　地球温暖化防止に有効であるとして、木材の活用は今や世界
の潮流といわれるが、日本はどうだろうか。木材を活用するユ
ニークなコンセプトで新国立競技場の設計を担った建築家隈研
吾氏と、宮大工西岡常一氏ただ一人の内弟子となった小川三夫
氏による基調講演の後、小川氏と学識者らによるパネルディス
カッションが行われる。

■熊本復興支援「くまモン」バッチ
　公益社団法人国土緑化推
進機構は、熊本地震の復興
支援に目的を限定した「緑
の募金」活動を展開してい
るが、募金呼びかけのため
熊本県産のスギを使用し
て、「くまモン」の顔を形
どった木製チャリティ・ピ

ンバッチを熊本県内で製作した＝写真。募金呼びかけのイベン
トなどで配布しているが、東日本大震災復興支援以来続けてい
る「みどりの力で、日本を元気に」という復興アクションの趣
旨をさらに広くＰＲするため、募金や募金活動への協力を申し
込む人には特別に配布することにした。
　同機構ホームページ（http://www.green.or.jp）の「お問い
合わせ」（または電話：03-3262-8451）に必要事項を記入し、
届いたピンバッチに同封の振込用紙で募金または募金活動協力
を申し込む。
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平
成
５
年
に
道
の
駅
の
登
録
案

内
制
度
が
始
ま
っ
て
今
年
で
24

年
。
発
足
当
初
の
１
０
３
駅
か
ら

今
で
は
全
国
１
１
０
７
カ
所
に
ま

で
増
え
ま
し
た
。
全
国
の
道
の
駅

に
無
償
配
布
を
続
け
て
き
た
道
の

駅
の
新
聞
「
ル
ー
ト
プ
レ
ス
」
も

記
念
す
べ
き
50
号
を
迎
え
、
心
よ

り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
私
は
、
平
成
３
年
に
山
口
県
で

社
会
実
験
に
参
加
し
て
以
来
、
道

の
駅
の
虜
に
な
り
全
国
行
脚
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
振
興
や
地
方
創

生
に
寄
与
す
る
道
の
駅
は
さ
ら
に

広
が
り
、
役
割
が
さ
ら
に
進
化
し

多
様
化
し
て
い
ま
す
。「
休
憩
、

情
報
発
信
、
地
域
連
携
の
機
能
を

持
つ
個
性
豊
か
な
賑
わ
い
の
場
」

の
定
義
を
持
つ
道
の
駅
は
、
地
元

地
域
資
源
を
直
売
し
、
あ
る
い
は

加
工
・
販
売
の
６
次
産
業
の
支
援

拠
点
と
し
て
、
地
域
経
済
に
役
立

っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
災
害
支
援
系
と
し
て
、

今
で
は
度
重
な
る
大
地
震
等
の
災

害
を
支
援
す
る
機
能
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震

災
、
新
潟
県
中
越
地
震
、
東
日
本

大
震
災
、
熊
本
地
震
と
、
道
の
駅

が
１
次
避
難
場
所
と
な
り
、
さ
ら

に
は
災
害
支
援
の
中
継
基
地
と
な

っ
て
、
道
路
利
用
者
は
じ
め
周
辺

地
域
の
人
々
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
過
疎
地
で
は
救
急
車
や
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
の
中
継
地
点
と
な
っ
て
患

者
の
輸
送
を
助
け
た
り
、
医
療
情

報
を
提
供
す
る
な
ど
、
リ
ス
ク
管

理
を
担
う
命
の
駅
に
も
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
福
祉
・
買
い
物
難
民
支
援
と
し

て
、
過
疎
地
や
中
山
間
地
域
で
は

生
活
を
し
て
い
く
の
に
、
食
料
品

等
の
買
い
物
に
難
儀
を
す
る
地
区

が
増
え
ま
し
た
が
、
道
の
駅
が
社

美
し
い
と
こ
ろ
に
作
り
ま
し
ょ
う

　

熊野稔教授

地域ぐるみで活性化に取り組む宮崎県の山間部の道の駅「酒谷」

景観楽しむ道の駅

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
等
を
活
用

し
て
独
居
老
人
の
宅
配
や
御
用
聞

き
、
安
否
確
認
を
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、人
材
育
成
の
場
と
し
て
、

学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
、
職
員
研

修
の
場
と
し
て
機
能
し
て
お
り
ま

す
。
平
成
27
年
２
月
、
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
と
宮
崎
大
学
と
が

道
の
駅
で
就
労
体
験
型
実
習
を
進

め
る
こ
と
を
合
意
し
、
全
国
初
と

な
る
基
本
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
地
方
自
治
体
職
員
の
研
修
の

場
や
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
高
校
生
の
地
元
産
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。

　
電
気
自
動
車
の
充
電
場
所
、
Ｒ

Ｖ
パ
ー
ク
と
し
て
の
キ
ャ
ン
プ
宿

泊
場
所
、
特
産
品
等
資
源
開
発
の

拠
点
、
地
域
の
観
光
案
内
・
予
約

場
所
、
情
報
提
供
の
窓
口
、
役
場

の
手
続
き
窓
口
、
地
区
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
流
空
間
な

ど
、
様
々
な
機
能
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
町
の
土
地
利
用
に
お
い
て

も
、
道
の
駅
を
中
心
に
生
活
の
拠

点
が
集
約
化
さ
れ
、
隣
接
し
て
コ

ン
ビ
ニ
や
店
舗
、
郵
便
局
な
ど
の

利
便
性
の
高
い
施
設
が
集
ま
り
、

地
方
創
生
を
支
援
す
る
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
と
し
て
機
能
し
て
き
ま

し
た
。

　
車
を
運
転
し
て
道
の
駅
で
ほ
っ

と
す
る
居
場
所
を
提
供
し
、
景
観

の
美
し
い
と
こ
ろ
に
道
の
駅
が
で

き
る
と
、
観
光
場
所
と
し
て
も
景

観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
道
路
景
観
の
向
上
や
風
景

を
楽
し
む
こ
と
と
合
わ
せ
た
道
の

駅
が
、
さ
ら
に
求
め
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

きなんせ岩美
岡田康男駅長

　駅名は鳥取弁で「おいで下さい」の意。

鳥取県岩美町新井 337-4
国道 9号　TEL.0857-73-5155

「松葉ガニ」やピチピチの水産物、朝どれ野菜な
ど岩美の魅力を一堂に集めています。軽食店での
「千貫松カレー」、アニメ“Ｆree”をベースにした「サ
バ竜バーガー」、地酒 “瑞泉” を使ったケーキ「浦
富太郎」などのおみやげも好評です。

やまくに
井上孝親駅長

　清流・緑・ほたるがテーマで、6月に

大分県中津市山国町中摩 3485-4
国道 212 号　TEL.0979-62-3680

はほたる祭があります。一押しは地元野菜を主に
使った760円のバイキング。25品程の惣菜が並
び、中でもかぶりつき鶏セットは絶品です。地元
黒豚で作った「極上の肉みそ」は大人気で、スパ
ゲティーに野菜サラダにと使い方も豊富です。

アグリの郷栗東
水野晃男駅長

　すぐ横を東海道新幹線が走る珍しい

滋賀県栗東市出庭 961-1
県道片岡～栗東線　TEL.0120-10-7021

道の駅で、幸福の黄色い新幹線通過情報を店内
掲示しています。おすすめは、薬師ごぼう講の
伝統郷土料理をアレンジした「割木の巻寿し」。
２日間かけ炊き上げたごぼうと自家製豆乳を入
れた 17 層の厚焼玉子が人気のヒミツ。

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
教
授

熊
野
稔




